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一人ひとりがヒーロー・ヒロインになれる会社～地域ナンバーワンを目指して～

ＥＮＫＯＮ

～健康経営優良法人2026認定祝賀フォーラム～
このたび当社は、アクサ生命主催「健康経営優良法人2026 認定祝賀フォーラム」に認定企業として参

加し、健康経営の取り組みについて発表を行いました。本フォーラムは2026年4月22日に浜松市にて開催
され、地域の認定企業が集い、実践事例の共有や交流が行われました。

当社の健康経営の基本理念は、「健康は最大の安全対策」です。「健康管理ができない会社に安全はな
い」という考えのもと、従業員とその家族の健康を守り、安全で安心できる職場環境と活力ある組織づく
りを目指しています。従業員の健康が安全につながり、ひいてはお客様からの信頼につながると考え、健
康経営を経営の重要課題として位置づけています。

運送業界には「高齢化」「⾧時間労働」「人手不足」などの構造的な課題があり、当社においても事故
がゼロではない現実があります。こうした状況に対し、結果だけでなく背景にある要因に目を向け、「疲
労の蓄積」「睡眠不足」「生活習慣」「ストレス」といった健康面からの改善に取り組んできました。
その結果、水分補給の習慣化や体調報告の徹底、日常的な声掛けが定着し、従業員の健康意識は着実に高
まっています。特に、仲間同士で気遣い合う風土が育ってきたことは、数字以上に価値のある成果だと感
じています。

健康経営優良法人の認定はゴールではなく、新たなスタートです。今後も「健康は現場任せにしない」
という考えのもと、経営として責任を持ち、現場の声に耳を傾けながら継続的な改善を進めてまいります。
社員一人ひとりの健康を守ることが、安全・信頼・そして未来を守ることにつながると信じ、これからも
健康経営を推進してまいります。 専務取締役 網代 昇

第49期 第3回リフト講習開催
5月9日（土）「第49期 第3回リフト講習」を開催しました。当日は、トヨ

タL&F静岡株式会社より小山様を講師としてお迎えし、計14名の社員が参加
しました。実技では、一人ひとりのリフト操作を受講者同士で確認・採点し
合い、互いに自分の良い点や改善点に気づくことができる有意義な講習とな
りました。参加者からは、「慣れによる確認不足に気づくことができた」「他の社員の操作を見ることで
新たな学びがあった」といった声も聞かれました。

今回の講習で学んだことを今後の安全作業に生かし、引き続き事故・災害防止に努めてまいりましょう。
配車次⾧ 鈴木 紳也

リフト講習 参加者 感想
今回のリフト講習では、普段とは違う場所や荷物での作業だったため、いつも以上に周囲を確認しなが

ら慎重に作業を行いました。振り返ってみると、自分が初めてリフト作業をした時も、同じように一つひ
とつ確認を徹底していたことを思い出しました。入社から1年が経ち、日々の作業に慣れる中で確認がお
ろそかになっていた部分もあったと改めて気づくことができました。

また、他の社員の方のリフト作業を見学する機会はなかなかないため、それぞれの操作方法や安全確認
のポイントを見ることができ、とても勉強になる講習でした。

今回学んだことを今後の業務にも生かし、これからも安全第一で作業に取り組んでいきます。
ドライバー 伊藤 直美



～職場でできるストレッチや準備体操～

服装・身だしなみの基本ルール

運動は、病気の予防･治療にもなる！
日常生活の中にストレッチや体操などの運動を取り入れることで、以下のように様々な効果が

得られる。
・体の柔軟性を高め、けがの予防や基礎体力の維持につながる。

・肥満や高血圧、糖尿病などの生活習慣病やメタボリックシンドロームの予防につながる。

・疲労回復や体調改善のほか、ストレス解消や気分転換にもつながる。

・ウォーキングなどの運動を習慣的に行うことで、メンタルヘルスの改善に有効。

仕事の合間に「これだけ体操」で腰痛予防・改善

※クールビズの実施内容
および運用ルールにつきま
しては、現在社内にて調
整・確認を進めております。
実施期間や服装基準などの
詳細につきましては、決定
次第あらためてご案内いた
しますので、各自ご確認を
お願いいたします。

なお、ご案内があるまで
は、これまでの運用ルール
に沿ってご対応いただきま
すようお願いいたします。

5月はまだ真夏ほどの暑さで
はありませんが、身体が暑さに慣
れていない時期のため、熱中症が
起こりやすくなります。屋外作業
だけでなく、室内や車内でも注意
が必要です。こまめな水分・塩分
補給を心掛け、適度な休憩を取り
ながら、無理のない作業を行いま
しょう。また、少しでも異変を感
じた際は、無理をせず早めに報告
をお願いします。一人ひとりが体
調管理を意識し、声を掛け合いな
がら、安全第一でこの夏を乗り切
りましょう。


